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本
宿
小
学
校
に
は

昭
和
55
年
か
ら

回
り
続
け
て
い
る

水
車
が
あ
り
ま
す
。

サ
サ
ユ
リ
ロ
ー
ド
を
通
っ
て

岡
崎
特
別
支
援
学
校
の

お
友
達
が
交
流
に

（
4
年
　
國
光
さ
く
ら
）

本
宿
小
の
給
食
は
、外
国
の
人
も

大
人
も
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

（
5
年
　
福
田
七
菜
）

坂
の
多
い
緑
町
や
棚
田
に
も

ス
マ
ホ
で
バ
ス
が
自
宅
ま
で

（
6
年
　
小
山
春
花
）

ぼく・わたしの本宿未来・夢プラン

本
宿
神
明
社
の
巫
女
の
舞
は
い
つ
ま
で
も

（
4
年
　
倉
橋
琴
那
）

外
国
の
友
達
も

法
蔵
寺
の
書
写
体
験

（
4
年
　
古
田
る
り
）

本
宿
駅
か
ら
月
の
駅
へ

（
4
年
　
服
部
光
希
）

サ
サ
ユ
リ
畑
で
音
楽
集
会

（
3
年
　
平
野
こ
こ
ね
）

自然と環境、交通と通信、歴史と文化、福祉と共生の四つのテーマに沿って、
本宿小学校の子どもたちが未来の学区を絵で表現しました。2016年2月に選考した作品を紹介します。

空飛ぶランドセルと靴で登下校
（1年　小早川果虹）

お年寄りも障がいのある方も
たくさん参加する学区合同運動会
（4年　本多夢姫）
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行基が植えたと伝わるイヌマ
キ。岡崎市指定天然記念物

本堂の西側には竹千代のお手植えと伝わる山桜がある。地
元では「家康桜」の愛称で親しまれている。岡崎市指定天
然記念物

松平家御廟
織田家の人質となった竹千代は、人質交換で駿
府に向かう前に急死した父廣忠の遺骨を分骨し
て納めた。三方ヶ原の戦いで家康の身代わりとな
った夏目吉信や鳥居忠広ら家臣の墓もある

東照宮
元康（後の徳川家康）が岡崎城に戻り（1560-1570）
三河平定の戦いの頃、教翁住職に開運戦勝祈願
を命じ、初陣勝利の甲冑姿像を彫刻させて祈願し
た。後に旗本の「鏡講」が修復し、東照宮となる本宿学区の

歴史・文化・
地域活動

合
同
運
動
会

六
角
堂

六
道
に
苦
し
む
衆
生
を
救
う
霊
験

あ
ら
た
か
な
出
生
観
音
を
祀
る
た

め
、空
海
が
堂
を
造
立
し
た

近
藤
勇
首
塚

新
撰
組
と
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
誓

願
寺
の
住
職
が
法
蔵
寺
に
移
り
、隊

士
の
懇
願
で
埋
葬
し
た
と
伝
わ
る

　
江
戸
時
代
、
本
宿
村
で
疫
病
が
流
行
し
て
多

数
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
立
場（
東
町
）

の
住
民
は
免
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
王
神
の
お

か
げ
に
違
い
な
い
と
、
疫
病
除
け
の
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
宿
町
の
栄
町
、西
町
、中
町
、

東
町
、
緑
町
、
棚
田
町
の
山
車
が
巡
行
し
、

山
車
の
上
で
太
鼓
や
笛
を
奏
で
ま
す
。
現
在

は
７
月
最
終
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
盆
に
は
寺
の

境
内
や
広
場
で
盆

踊
り
大
会
が
開
か

れ
、
大
変
賑
や
か

で
す
。
上
衣
文
町

で
は
盆
踊
り
の
前

に
初
盆
供
養
の
た

め
の
御
霊
祭
り
を

行
い
ま
す
。

　
本
宿
学
区
で
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
元
気
に
過
ご
せ

る
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
５
月
の
恒
例
イ
ベン
ト
。
小
学
生
は
徒
競

走
、
演
技
、
リ
レ
ー
競
技
で
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、学
区
民
は
玉
入
れ
、綱
引
き
、各
種
リ
レ
ー

等
の
競
技
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

親
子
で
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の

場
を
毎
月
１
回
開
催

祇 園 祭

法 蔵 寺

中町の青年のやぐらみこし

手筒花火の奉納 緑町の子どもみこし供物を運ぶのは男子の役割荒神の森の神様に御幣や赤飯を供える

東町の梵天担ぎ

栄町の山車巡行

西町の手踊り

学区民全員が参加する本宿音頭
綱引き

組み立て体操

小
学
校
・
学
区
民

地
域
活
動

明
る
く
元
気
に

盆
踊
り

夏
の
夜
を
楽
し
む

帝
鎮
講

て
い　
　
ち
ん　
　
こ
う

鉢
地
町
の
奇
祭

黄色いリボンでパトロール会、老人クラブなどの９
団体が子どもたちを見守っている

健康推進員と女性ボランティア「れんげ草
の会」の協力を得て、毎月２回、レクリエ
ーションや創作活動をしている

児
童
通
学
見
守
り
隊

ふ
れ
あ
い
健
康
ク
ラ
ブ

老
人
会

芸
能
祭

カ
ン
ナ
の
会
の

子
育
て
支
援

松平家と縁の深い

夏の風物詩

棚
田
町
の
行
列

グランドゴルフや旅行を楽しんでいる
毎年11月下旬に開催。趣味やサーク
ル活動の成果を発表している

た
て 

ば

　
帝
鎮
講
は
農
作
業
の
安
全
と

五
穀
豊
穣
を
感
謝
、
祈
願
す
る

祭
り
で
す
。
当
日
は
男
だ
け
で

お
供
え
物
を
担
ぎ
、「
狐
も
狸
も

帝
鎮
講
」
と
唱
え
な
が
ら‶

荒

神
の
森　
と
呼
ば
れ
る
山
に
入

り
ま
す
。
御
霊
木
の
大
杉
の
ま

わ
り
に
し
め
縄
を
張
り
巡
ら
せ
、

御
幣
や
赤
飯
を
供
え
て
祈
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
さ
が
り
の
握

り
飯
を
み
ん
な
で
頂
き
、
残
り

は
山
の
生
き
物
の
た
め
に
置
い

て
き
ま
す
。
鉢
地
町
に
昔
か
ら

伝
わ
る
神
事
と
し
て
、
毎
年
12

月
中
旬
の
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

上
衣
文
町
の
子
ど
も
太
鼓

大
幡
町
の
盆
踊
り

　
大
宝
元
年（
７
０
１
）、
行
基
が
開

山
し
た
と
伝
わ
る
古
刹
。
当
初
は
法

相
宗
出
生
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
至
徳
２
年（
１
３
８
５
）、
京
都

円
福
寺
の
龍
藝
が
浄
土
宗
に
改
宗
、

法
蔵
寺
と
名
も
改
め
ま
し
た
。
三
河

に
勢
力
を
広
め
た
松
平
家
の
信
仰
深

く
、
天
下
人
と
な
っ
た
家
康
は
竹
千

代
と
呼
ば
れ
て
い
た
幼
少
期
に
、
こ

こ
で
叔
父
の
教
翁
住
職
に
手
習
い
を

教
わ
っ
て
い
ま
す
。
父
廣
忠
を
納
骨

し
た
松
平
家
御
廟
、
元
康
甲
冑
姿
像

な
ど
が
あ
り
、

家
康
の
岡
崎

で
の
足
跡
を

辿
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

り
ゅ
う
げ
い

き
ょ
う
お
う

ご  

び
ょ
う

し
ゅ
っ
し
ょ
う
じ

み 

た
ま
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奈
良
時
代
、
三
河
に
は
三
つ
の
し
ゅ
く宿

 

え
き驛

 （
と鳥

 

と
り捕
・
や
ま山

 

つ
な綱
・
わ渡

 

た
つ津
）が
置
か
れ
ま
し

た
。
本
宿
学
区
は
山
綱
の
う
ま驛

 

や家

 

郷
に
属
し
、

驛
家
は
東
海
中
学
校
付
近
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
宿
に
こ
の
驛
家
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
元
の
宿
」、後
に
「
本

宿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
の
終
わ
り
か
ら
鎌
倉
、
室
町

時
代
に
か
け
て
、岡
崎
市
東
部
一
帯
は「
山

中
郷
」
と
呼
ば
れ
、
本
宿
は
そ
の
一
部
で

し
た
。
室
町
時
代
に
は
足
利
将
軍
家
の
御

料
所
が
置
か
れ
、
重
臣
の
伊
勢
氏
が
支
配

し
ま
し
た
。
や
が
て
松
平
氏
が
進
出
し
、

織
田
・
今
川
に
挟
ま
れ
て
、
家
康
公
の
支

配
確
立
ま
で
戦
乱
が
続
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
本
宿
・
鉢
地
は
法
蔵

寺
領
と
旗
本
柴
田
氏
（
勝
家
の
子
孫
）
の

知
行
地
で
、
柴
田
陣
屋
跡
地(

現
、冨
田
病

院
敷
地)

に
代
官
宅
の
一
部
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
幡
・
上
衣
文
は
大
岡
越
前

守
所
領
の
西
大
平
藩
、
鶫
巣
は
い
わ磐

 

き城

 

だ
い
ら平

  

藩
の
領
地
で
し
た
。
参
勤
交
代
で
行
き
来

す
る
大
名
旗
本
は
法
蔵
寺
で
下
馬
し
て
参

拝
す
る
の
が
習
わ
し
で
、
本
宿
は
門
前
町

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
旧
東
海
道
沿
い

に
は
一
里
塚
や
古
い
格
子
戸
の
家
が
点
在

し
、
昔
の
面
影
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

 

交
通
の
要
衝
、
本
宿

　
本
宿
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
昭
和
８
年
に
は

難
所
と
い
わ
れ
た
鉢
地
坂
ト
ン
ネ
ル
が
完

成
し
、
本
宿
駅
か
ら
蒲
郡
ま
で
バ
ス
が
走

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
新
東
名
高
速

道
路
が
開
通
し
、
蒲
郡―

本
宿―

額
田
を

結
ぶ
国
道
４
７
３
号
は
岡
崎
東
IC
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
飛
鳥
奈
良
時
代
の
古
代
官
道

・
鎌
倉
〜
戦
国
時
代
の
鎌
倉
街
道

・
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
26
年
ま
で
使
わ
れ
た

　
旧
東
海
道

・
国
道
１
号
・
東
名
高
速
道
路

・
国
道
４
７
３
号・名
古
屋
鉄
道
（
本
宿
駅
）

　
本
宿
駅
を
拠
点
に
、
か
つ
て
の
古
道
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し

め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
ア
ク
セ
ス
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
河
湾
に
面
し
た
蒲
郡
は
豊
川
稲
荷
と

並
ぶ
東
三
河
の
２
大
観
光
地
の
ひ
と
つ
で

し
た
。
愛
知
電
気
鉄
道
の
起
点
駅
、
神
宮

前
駅
か
ら
約
１
時
間
で
本
宿
駅
に
到
着
し
、

蒲
郡
ま
で
バ
ス
で
約
40
分
。
本
宿
か
ら
鉢

地
坂
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
山
道
を
走
る
「
新
箱
根
ド
ラ
イ
ヴ
」
は
、

流
線
型
の
観
光
バ
ス「
レ
オ
」号
が
大
人
気
。

車
内
で
は
本
宿
音
頭
の
歌
が
流
れ
、
女
性

の
車
掌
が
ガ
イ
ド
も
行
い
ま
し
た
。

東名高速道路が開通した頃の本宿国道473号バイパス開通を祝ってバイパスウォーキング
を実施。1500人が参加した

学区南北の中間地点に建てられた小
学校。冬は陽が当たらず極寒で、父兄
で藁囲いを設置して寒さをしのいだ

1166 55

column

観
光
の
起
点
、
本
宿
駅

11

22
66

44

3355

本
宿
学
区
の
な
り
た
ち

八角形の屋根がモダンな本宿駅。当時、
国際観光地と称された蒲郡へ、乗客を
誘致するための玄関駅として賑わった

44 旧本宿村役場。平成20年（2008）か
ら公共下水道工事に伴い、解体を始め
る。近代化歴史遺産として復原予定

22緑色の濃淡ツートンカラーで、｢イモムシ｣と呼
ばれた特急電車

本宿と蒲郡を結ぶ全長468ｍの
鉢地坂トンネル33

♪
ハ
ア
〜
い
き
な
本
宿
サ
ラ
リ
ト
ナ
（
ヨ
イ
シ
ョ
）

い
き
な
本
宿
流
線
型
よ

ち
ょ
い
と
ド
ラ
イ
ヴ
新
箱
根

（
ソ
ー
レ
）
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヤ
サ
ノ　
サ
ラ
リ
ト
ナ
♪

◁
復
刻
し
た

　
本
宿
音
頭
の
Ｃ
Ｄ

d ata本
宿
学
区
の
な
り
た
ち

◁享和2年（1802）に作
製された本宿村の分間
絵図。本宿駅前の栄地
下道に複製が展示され
ています

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

本
宿
・
鉢
地
・
上
衣
文
・
大
幡
・
鶫
巣
の
5
か
村
が
合
併
し
て 

 

本
宿
村
と
な
る

一
九
〇
九
年
▪
明
治
42 

乗
合
馬
車
が
本
宿―

岡
崎
間
運
行

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

本
宿
村
に
初
め
て
電
灯
が
と
も
る

一
九
一
九
年
▪
大
正
8 

本
宿
尋
常
高
等
小
学
校
が
現
在
地
に
新
築…

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

（
明
治
の
開
校
時
か
ら
本
宿
地
区
と
大
幡
地
区
に
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
学
校
が
統
合
）

一
九
二
六
年
▪
大
正
15 
愛
知
電
気
鉄
道（
後
の
名
古
屋
鉄
道
）
が
東
岡
崎―

小
坂
井
間 

 
運
転
開
始

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

本
宿
村
役
場
が
完
成
（
3
代
目
）…

一
九
三
三
年
▪
昭
和
8 

鉢
地
坂
ト
ン
ネ
ル
完
成…

一
九
三
四
年
▪
昭
和
9 

本
宿
駅
が
モ
ダ
ン
な
駅
舎
に
建
て
替
え
ら
れ
る…

 

バ
ス
が
本
宿
駅
か
ら
蒲
郡
ま
で
運
行

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

新
箱
根
を
流
線
型
の
観
光
バ
ス
が
走
る

 

岩
槻
三
江
作
詞
作
曲
「
本
宿
音
頭
」
発
表

一
九
四
二
年
▪
昭
和
17 

渭
信
寺
と
法
蔵
寺
が
学
童
疎
開
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

受
け
入
れ
先
と
な
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

本
宿
村
立
本
宿
小
学
校
と
校
名
変
更

一
九
五
一
年
▪
昭
和
26 

本
宿
・
山
中
地
区
の
新
国
道（
国
道
1
号
）が
開
通

一
九
五
四
年
▪
昭
和
29 

本
宿
保
育
園
（
昭
和
26
年
小
学
校
の
一
部
で
開
園
）
が
現
在
地
に
移
転

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

本
宿
村
が
岡
崎
市
と
合
併

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

東
名
高
速
道
路
が
静
岡
IC
か
ら
岡
崎
IC
ま
で
2
月
に
部
分
開
通
、 

 

同
年
5
月
に
全
線
開
通…

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48 

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
造
成
工
事
第
一
期
完
成
、
入
居
開
始 

 

県
営
本
宿
住
宅
は
翌
年
完
成

 

第
1
回
本
宿
小
学
校
・
学
区
民
運
動
会
が
開
催

一
九
八
四
年
▪
昭
和
59 

本
宿
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
館

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

本
宿
駅
が
高
架
化

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

国
道
1
号
拡
幅
改
良
工
事
完
了

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

上
衣
文
・
大
幡
・
舞
木
・
池
金
の
丘
陵
地
に
岡
崎
東
部
工
業
団
地 

 

造
成(

平
成
18
年
ア
イ
シ
ン・
エ
ィ・
ダ
ブ
リ
ュ
操
業
開
始)

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

市
街
化
区
域
内
の
下
水
道
整
備
計
画
工
事
完
了
、供
用
開
始

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

国
道
4
7
3
号
バ
イ
パ
ス
完
成
、開
通…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

新
東
名
高
速
道
路
岡
崎
東
IC
開
通

さ
ん
こ
う

い 

し
ん　
じ

も
と
じ
ゅ
く

は
っ
ち

お
お
ば
た

と
う
の
す

か
み  

そ 

ぶ
み

観光マップ「絶勝　新箱根ドライヴと蒲郡　御案内」に
描かれた鳥瞰図。当時、本宿からは「新箱根」越えのほか、
「新軽井沢（作手）」へのバスも発着していた

▷
展
望
観
光
バ
ス
レ
オ
号
。

　
屋
根
は
オ
ー
プ
ン
式

木造2階建ての
洋風建築で、玄関を
飾った白いレリーフが

特徴でした

昭和21年、戦争孤児の
ための、名古屋市立本
宿郊外学園を渭信寺に
設置。昭和24年猿田
地区に新築移転。昭和
41年に閉校しました

も
と

 

し
ゅ
く

□人　口 6,666人
 男性 3,335人
 女性 3,331人
□世帯数 2,656世帯
□面　積 14.47㎢
[2016年7月1日現在]
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行基が植えたと伝わるイヌマ
キ。岡崎市指定天然記念物

本堂の西側には竹千代のお手植えと伝わる山桜がある。地
元では「家康桜」の愛称で親しまれている。岡崎市指定天
然記念物

松平家御廟
織田家の人質となった竹千代は、人質交換で駿
府に向かう前に急死した父廣忠の遺骨を分骨し
て納めた。三方ヶ原の戦いで家康の身代わりとな
った夏目吉信や鳥居忠広ら家臣の墓もある

東照宮
元康（後の徳川家康）が岡崎城に戻り（1560-1570）
三河平定の戦いの頃、教翁住職に開運戦勝祈願
を命じ、初陣勝利の甲冑姿像を彫刻させて祈願し
た。後に旗本の「鏡講」が修復し、東照宮となる本宿学区の

歴史・文化・
地域活動

合
同
運
動
会

六
角
堂

六
道
に
苦
し
む
衆
生
を
救
う
霊
験

あ
ら
た
か
な
出
生
観
音
を
祀
る
た

め
、空
海
が
堂
を
造
立
し
た

近
藤
勇
首
塚

新
撰
組
と
親
交
の
あ
っ
た
京
都
の
誓

願
寺
の
住
職
が
法
蔵
寺
に
移
り
、隊

士
の
懇
願
で
埋
葬
し
た
と
伝
わ
る

　
江
戸
時
代
、
本
宿
村
で
疫
病
が
流
行
し
て
多

数
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
立
場（
東
町
）

の
住
民
は
免
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
王
神
の
お

か
げ
に
違
い
な
い
と
、
疫
病
除
け
の
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
宿
町
の
栄
町
、西
町
、中
町
、

東
町
、
緑
町
、
棚
田
町
の
山
車
が
巡
行
し
、

山
車
の
上
で
太
鼓
や
笛
を
奏
で
ま
す
。
現
在

は
７
月
最
終
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
盆
に
は
寺
の

境
内
や
広
場
で
盆

踊
り
大
会
が
開
か

れ
、
大
変
賑
や
か

で
す
。
上
衣
文
町

で
は
盆
踊
り
の
前

に
初
盆
供
養
の
た

め
の
御
霊
祭
り
を

行
い
ま
す
。

　
本
宿
学
区
で
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
元
気
に
過
ご
せ

る
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
５
月
の
恒
例
イ
ベン
ト
。
小
学
生
は
徒
競

走
、
演
技
、
リ
レ
ー
競
技
で
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、学
区
民
は
玉
入
れ
、綱
引
き
、各
種
リ
レ
ー

等
の
競
技
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

親
子
で
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の

場
を
毎
月
１
回
開
催

祇 園 祭

法 蔵 寺

中町の青年のやぐらみこし

手筒花火の奉納 緑町の子どもみこし供物を運ぶのは男子の役割荒神の森の神様に御幣や赤飯を供える

東町の梵天担ぎ

栄町の山車巡行

西町の手踊り

学区民全員が参加する本宿音頭
綱引き

組み立て体操

小
学
校
・
学
区
民

地
域
活
動

明
る
く
元
気
に

盆
踊
り

夏
の
夜
を
楽
し
む

帝
鎮
講

て
い　
　
ち
ん　
　
こ
う

鉢
地
町
の
奇
祭

黄色いリボンでパトロール会、老人クラブなどの９
団体が子どもたちを見守っている

健康推進員と女性ボランティア「れんげ草
の会」の協力を得て、毎月２回、レクリエ
ーションや創作活動をしている

児
童
通
学
見
守
り
隊

ふ
れ
あ
い
健
康
ク
ラ
ブ

老
人
会

芸
能
祭

カ
ン
ナ
の
会
の

子
育
て
支
援

松平家と縁の深い

夏の風物詩

棚
田
町
の
行
列

グランドゴルフや旅行を楽しんでいる
毎年11月下旬に開催。趣味やサーク
ル活動の成果を発表している

た
て 

ば

　
帝
鎮
講
は
農
作
業
の
安
全
と

五
穀
豊
穣
を
感
謝
、
祈
願
す
る

祭
り
で
す
。
当
日
は
男
だ
け
で

お
供
え
物
を
担
ぎ
、「
狐
も
狸
も

帝
鎮
講
」
と
唱
え
な
が
ら‶

荒

神
の
森　
と
呼
ば
れ
る
山
に
入

り
ま
す
。
御
霊
木
の
大
杉
の
ま

わ
り
に
し
め
縄
を
張
り
巡
ら
せ
、

御
幣
や
赤
飯
を
供
え
て
祈
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
さ
が
り
の
握

り
飯
を
み
ん
な
で
頂
き
、
残
り

は
山
の
生
き
物
の
た
め
に
置
い

て
き
ま
す
。
鉢
地
町
に
昔
か
ら

伝
わ
る
神
事
と
し
て
、
毎
年
12

月
中
旬
の
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。

上
衣
文
町
の
子
ど
も
太
鼓

大
幡
町
の
盆
踊
り

　
大
宝
元
年（
７
０
１
）、
行
基
が
開

山
し
た
と
伝
わ
る
古
刹
。
当
初
は
法

相
宗
出
生
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
至
徳
２
年（
１
３
８
５
）、
京
都

円
福
寺
の
龍
藝
が
浄
土
宗
に
改
宗
、

法
蔵
寺
と
名
も
改
め
ま
し
た
。
三
河

に
勢
力
を
広
め
た
松
平
家
の
信
仰
深

く
、
天
下
人
と
な
っ
た
家
康
は
竹
千

代
と
呼
ば
れ
て
い
た
幼
少
期
に
、
こ

こ
で
叔
父
の
教
翁
住
職
に
手
習
い
を

教
わ
っ
て
い
ま
す
。
父
廣
忠
を
納
骨

し
た
松
平
家
御
廟
、
元
康
甲
冑
姿
像

な
ど
が
あ
り
、

家
康
の
岡
崎

で
の
足
跡
を

辿
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

り
ゅ
う
げ
い

き
ょ
う
お
う

ご  

び
ょ
う

し
ゅ
っ
し
ょ
う
じ

み 

た
ま

67
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奈
良
時
代
、
三
河
に
は
三
つ
の
し
ゅ
く宿

 

え
き驛

 （
と鳥

 

と
り捕
・
や
ま山

 

つ
な綱
・
わ渡

 

た
つ津
）が
置
か
れ
ま
し

た
。
本
宿
学
区
は
山
綱
の
う
ま驛

 

や家

 

郷
に
属
し
、

驛
家
は
東
海
中
学
校
付
近
に
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
宿
に
こ
の
驛
家
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
元
の
宿
」、後
に
「
本

宿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
の
終
わ
り
か
ら
鎌
倉
、
室
町

時
代
に
か
け
て
、岡
崎
市
東
部
一
帯
は「
山

中
郷
」
と
呼
ば
れ
、
本
宿
は
そ
の
一
部
で

し
た
。
室
町
時
代
に
は
足
利
将
軍
家
の
御

料
所
が
置
か
れ
、
重
臣
の
伊
勢
氏
が
支
配

し
ま
し
た
。
や
が
て
松
平
氏
が
進
出
し
、

織
田
・
今
川
に
挟
ま
れ
て
、
家
康
公
の
支

配
確
立
ま
で
戦
乱
が
続
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
本
宿
・
鉢
地
は
法
蔵

寺
領
と
旗
本
柴
田
氏
（
勝
家
の
子
孫
）
の

知
行
地
で
、
柴
田
陣
屋
跡
地(

現
、冨
田
病

院
敷
地)

に
代
官
宅
の
一
部
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
幡
・
上
衣
文
は
大
岡
越
前

守
所
領
の
西
大
平
藩
、
鶫
巣
は
い
わ磐

 

き城

 

だ
い
ら平

  

藩
の
領
地
で
し
た
。
参
勤
交
代
で
行
き
来

す
る
大
名
旗
本
は
法
蔵
寺
で
下
馬
し
て
参

拝
す
る
の
が
習
わ
し
で
、
本
宿
は
門
前
町

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
旧
東
海
道
沿
い

に
は
一
里
塚
や
古
い
格
子
戸
の
家
が
点
在

し
、
昔
の
面
影
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

 

交
通
の
要
衝
、
本
宿

　
本
宿
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
昭
和
８
年
に
は

難
所
と
い
わ
れ
た
鉢
地
坂
ト
ン
ネ
ル
が
完

成
し
、
本
宿
駅
か
ら
蒲
郡
ま
で
バ
ス
が
走

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
新
東
名
高
速

道
路
が
開
通
し
、
蒲
郡―

本
宿―

額
田
を

結
ぶ
国
道
４
７
３
号
は
岡
崎
東
IC
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
飛
鳥
奈
良
時
代
の
古
代
官
道

・
鎌
倉
〜
戦
国
時
代
の
鎌
倉
街
道

・
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
26
年
ま
で
使
わ
れ
た

　
旧
東
海
道

・
国
道
１
号
・
東
名
高
速
道
路

・
国
道
４
７
３
号・名
古
屋
鉄
道
（
本
宿
駅
）

　
本
宿
駅
を
拠
点
に
、
か
つ
て
の
古
道
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し

め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
ア
ク
セ
ス
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
河
湾
に
面
し
た
蒲
郡
は
豊
川
稲
荷
と

並
ぶ
東
三
河
の
２
大
観
光
地
の
ひ
と
つ
で

し
た
。
愛
知
電
気
鉄
道
の
起
点
駅
、
神
宮

前
駅
か
ら
約
１
時
間
で
本
宿
駅
に
到
着
し
、

蒲
郡
ま
で
バ
ス
で
約
40
分
。
本
宿
か
ら
鉢

地
坂
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
山
道
を
走
る
「
新
箱
根
ド
ラ
イ
ヴ
」
は
、

流
線
型
の
観
光
バ
ス「
レ
オ
」号
が
大
人
気
。

車
内
で
は
本
宿
音
頭
の
歌
が
流
れ
、
女
性

の
車
掌
が
ガ
イ
ド
も
行
い
ま
し
た
。

東名高速道路が開通した頃の本宿国道473号バイパス開通を祝ってバイパスウォーキング
を実施。1500人が参加した

学区南北の中間地点に建てられた小
学校。冬は陽が当たらず極寒で、父兄
で藁囲いを設置して寒さをしのいだ

1166 55

column

観
光
の
起
点
、
本
宿
駅

11

22
66

44

3355

本
宿
学
区
の
な
り
た
ち

八角形の屋根がモダンな本宿駅。当時、
国際観光地と称された蒲郡へ、乗客を
誘致するための玄関駅として賑わった

44 旧本宿村役場。平成20年（2008）か
ら公共下水道工事に伴い、解体を始め
る。近代化歴史遺産として復原予定

22緑色の濃淡ツートンカラーで、｢イモムシ｣と呼
ばれた特急電車
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◁享和2年（1802）に作
製された本宿村の分間
絵図。本宿駅前の栄地
下道に複製が展示され
ています
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文
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大
幡
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木
・
池
金
の
丘
陵
地
に
岡
崎
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部
工
業
団
地 

 

造
成(
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成
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年
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ン・
エ
ィ・
ダ
ブ
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ュ
操
業
開
始)

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

市
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化
区
域
内
の
下
水
道
整
備
計
画
工
事
完
了
、供
用
開
始

二
〇
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五
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▪
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成
27 

国
道
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7
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号
バ
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完
成
、開
通…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

新
東
名
高
速
道
路
岡
崎
東
IC
開
通

さ
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こ
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じ

も
と
じ
ゅ
く

は
っ
ち

お
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た
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の
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み  

そ 
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み

観光マップ「絶勝　新箱根ドライヴと蒲郡　御案内」に
描かれた鳥瞰図。当時、本宿からは「新箱根」越えのほか、
「新軽井沢（作手）」へのバスも発着していた

▷
展
望
観
光
バ
ス
レ
オ
号
。

　
屋
根
は
オ
ー
プ
ン
式

木造2階建ての
洋風建築で、玄関を
飾った白いレリーフが

特徴でした

昭和21年、戦争孤児の
ための、名古屋市立本
宿郊外学園を渭信寺に
設置。昭和24年猿田
地区に新築移転。昭和
41年に閉校しました

も
と

 

し
ゅ
く

□人　口 6,666人
 男性 3,335人
 女性 3,331人
□世帯数 2,656世帯
□面　積 14.47㎢
[2016年7月1日現在]
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   柴田氏陣屋跡と代官屋敷
元禄11年（1698）、旗本柴田氏が知行所支配のために陣屋
を設けました。現存の建物は江戸時代後期の文政10年
（1827）に建築されたものです。享保以降は冨田家が代官
職を務め、なかでも幕末期の冨田群蔵（常業）は勧農や殖
産に尽力しました。文化面でも才能を発揮し、国学者や歌
人としても活躍しました

　

本
宿
の
旧
東
海
道
沿
い
に
は
法
蔵
寺
や
欣
浄
寺
な
ど
の
古
刹
、
一
里
塚
跡
や
代

官
屋
敷
な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
家
康
公
を
は
じ
め
と
す

る
戦
国
武
将
た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
宿
学
区  
き
て
、み
て
、あ
る
き
ん

   京ヶ峰
標高365ｍ。上衣文町
の登り口から山頂まで
は約1時間半。山頂か
ら御嶽山や白山、名古
屋駅前のビル群が望め
ます。写真は山頂から
見た御嶽山

   大幡の千年イチョウ
大幡農村公園にある市
のふるさとの名木。樹高
12m、幹回り3.5ｍの株
立ちした珍しい姿です。
山火事から村人を守った
という伝説により、毎年
７月最終日曜日に天王
祭が行われています

   渭信寺（いしんじ）
享保18年（1733）開山、
衣文観音と呼び親しまれ
ています。加賀前田家の
信仰が厚く、境内や本堂
を彩る梅の家紋は前田
家ゆかりのもの。梵鐘は
戦時中に供出された後、
無事に戻ってきたことか
ら「幸運の鐘」と呼ばれ
ています。重さ4.2トン
の岡崎市最大の鐘です

cc

   欣浄寺（ごんじょうじ）
法蔵寺の洞門上人が天正7年
（1579）に古新田（こしんでん）
に開いた洞元寺が始まり。7代
啓空上人が享保7年（1722）に
現地に欣浄寺として移築しまし
た。欣浄寺の寺子屋は60年も
の歴史があり、明治5年には本
宿郷（ごう）学校が設立。本堂
には旗本柴田氏6～10代の位
牌が安置されています

ff

ee

dd

dd

　「小さな観音堂の近くに、おばあさんと娘が住
んでいました。おばあさんの楽しみは観音様の
お参りといつの日か孫を抱くことでした。その
後、娘は結婚し、子宝を授かりましたが、出産を
間近に控えた頃に病で死んでしまいます。おばあ
さんは悲しみにくれながらも、あの世の娘と孫の
幸せを観音様にお祈りしました。ある時、旅の僧
とすれ違い、僧の衣の袖から一枚の文が落ちまし
た。おばあさんが拾って渡そうとすると僧の姿は
なく、文には「娘が立派な赤ちゃんを産みました」
と。驚いて娘の墓へ駆けつけると、赤ちゃんの声
が聞こえてきました････」。この伝説はTVアニメ
「まんが日本昔ばなし」で放映されました。

衣文の地名の由来

   法蔵寺
大宝元年（701）に行基によって開山されたと伝わる古刹。
家康の父廣忠や三方ヶ原の戦いなどで戦死した家臣の墓が
あります

そぶみ

ふみ

aa

bb

大幡白髭社大幡白髭社

松平家の墓松平家の墓

豊興工業豊興工業

六角堂六角堂

絵・内山清彦絵・内山清彦

松並木松並木
一里塚跡一里塚跡

欣浄寺欣浄寺

大幡の千年
イチョウ
大幡の千年
イチョウ

開拓記念碑開拓記念碑

京ヶ峰京ヶ峰

旧本宿村
役場
旧本宿村
役場

渭信寺渭信寺

柴田氏
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代官屋敷

柴田氏
陣屋跡と
代官屋敷

法蔵寺法蔵寺

石仏群石仏群
江戸末期の猪垣江戸末期の猪垣

人間環境大学人間環境大学

本宿小学校本宿小学校

本宿学区市民ホーム本宿学区市民ホーム
東名高速道路
東名高速道路

旧本宿駅舎のレプリカ旧本宿駅舎のレプリカ
高速バス専用のバス停高速バス専用のバス停

名鉄名古屋本線名鉄名古屋本線

東海道を示す案内板東海道を示す案内板

国道1号国道1号

旧東海道旧東海道
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揚珠院揚珠院宇都野
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本宿駐在所本宿駐在所

道路元標道路元標

県立岡崎特別支援学校県立岡崎特別支援学校

水車水車
本宿学区こどもの家本宿学区こどもの家

本宿保育園本宿保育園

岡崎東部工業団地岡崎東部工業団地

阿弥陀堂阿弥陀堂

鶫巣神明宮鶫巣神明宮

上衣文稲荷社上衣文稲荷社

上衣文神明社上衣文神明社

大ナギの木大ナギの木
清凉寺清凉寺

至新東名高速道路岡崎東IC至新東名高速道路岡崎東IC

法林寺法林寺

鶫巣城主の墓

旧東海道と宮崎道
の交差点

神立寺神立寺菩提院菩提院

慈光院慈光院

東照宮東照宮

宇都野龍碩（うつのりゅ
うせき）は江戸時代の蘭
方医として活躍しました。
現在、宇都野邸の長屋
門が残っています

国
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現在は公民館として
使われています

６月初旬に天然のホタルが
飛び交い、初夏の訪れを
知らせてくれます

鉢地神明社鉢地神明社

本宿神明社本宿神明社
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ま
す

明
治
26
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。鶫
巣
町
の
人
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が

山
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を
切
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開
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水
田
を
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ま
し
た

浄土宗に改宗した法蔵寺の住職、
龍藝上人の隠居寺でした
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   柴田氏陣屋跡と代官屋敷
元禄11年（1698）、旗本柴田氏が知行所支配のために陣屋
を設けました。現存の建物は江戸時代後期の文政10年
（1827）に建築されたものです。享保以降は冨田家が代官
職を務め、なかでも幕末期の冨田群蔵（常業）は勧農や殖
産に尽力しました。文化面でも才能を発揮し、国学者や歌
人としても活躍しました
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や
欣
浄
寺
な
ど
の
古
刹
、
一
里
塚
跡
や
代

官
屋
敷
な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
家
康
公
を
は
じ
め
と
す

る
戦
国
武
将
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足
跡
を
訪
ね
て
み
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だ
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   京ヶ峰
標高365ｍ。上衣文町
の登り口から山頂まで
は約1時間半。山頂か
ら御嶽山や白山、名古
屋駅前のビル群が望め
ます。写真は山頂から
見た御嶽山

   大幡の千年イチョウ
大幡農村公園にある市
のふるさとの名木。樹高
12m、幹回り3.5ｍの株
立ちした珍しい姿です。
山火事から村人を守った
という伝説により、毎年
７月最終日曜日に天王
祭が行われています

   渭信寺（いしんじ）
享保18年（1733）開山、
衣文観音と呼び親しまれ
ています。加賀前田家の
信仰が厚く、境内や本堂
を彩る梅の家紋は前田
家ゆかりのもの。梵鐘は
戦時中に供出された後、
無事に戻ってきたことか
ら「幸運の鐘」と呼ばれ
ています。重さ4.2トン
の岡崎市最大の鐘です
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   欣浄寺（ごんじょうじ）
法蔵寺の洞門上人が天正7年
（1579）に古新田（こしんでん）
に開いた洞元寺が始まり。7代
啓空上人が享保7年（1722）に
現地に欣浄寺として移築しまし
た。欣浄寺の寺子屋は60年も
の歴史があり、明治5年には本
宿郷（ごう）学校が設立。本堂
には旗本柴田氏6～10代の位
牌が安置されています
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　「小さな観音堂の近くに、おばあさんと娘が住
んでいました。おばあさんの楽しみは観音様の
お参りといつの日か孫を抱くことでした。その
後、娘は結婚し、子宝を授かりましたが、出産を
間近に控えた頃に病で死んでしまいます。おばあ
さんは悲しみにくれながらも、あの世の娘と孫の
幸せを観音様にお祈りしました。ある時、旅の僧
とすれ違い、僧の衣の袖から一枚の文が落ちまし
た。おばあさんが拾って渡そうとすると僧の姿は
なく、文には「娘が立派な赤ちゃんを産みました」
と。驚いて娘の墓へ駆けつけると、赤ちゃんの声
が聞こえてきました････」。この伝説はTVアニメ
「まんが日本昔ばなし」で放映されました。

衣文の地名の由来

   法蔵寺
大宝元年（701）に行基によって開山されたと伝わる古刹。
家康の父廣忠や三方ヶ原の戦いなどで戦死した家臣の墓が
あります

そぶみ

ふみ

aa

bb

大幡白髭社大幡白髭社

松平家の墓松平家の墓

豊興工業豊興工業

六角堂六角堂

絵・内山清彦絵・内山清彦

松並木松並木
一里塚跡一里塚跡

欣浄寺欣浄寺

大幡の千年
イチョウ
大幡の千年
イチョウ

開拓記念碑開拓記念碑

京ヶ峰京ヶ峰

旧本宿村
役場
旧本宿村
役場

渭信寺渭信寺

柴田氏
陣屋跡と
代官屋敷

柴田氏
陣屋跡と
代官屋敷

法蔵寺法蔵寺

石仏群石仏群
江戸末期の猪垣江戸末期の猪垣

人間環境大学人間環境大学

本宿小学校本宿小学校

本宿学区市民ホーム本宿学区市民ホーム
東名高速道路
東名高速道路

旧本宿駅舎のレプリカ旧本宿駅舎のレプリカ
高速バス専用のバス停高速バス専用のバス停

名鉄名古屋本線名鉄名古屋本線

東海道を示す案内板東海道を示す案内板

国道1号国道1号

旧東海道旧東海道

常夜灯常夜灯

揚珠院揚珠院宇都野
龍碩邸跡
宇都野
龍碩邸跡

本宿
郵便局
本宿
郵便局

十王堂十王堂

神谷合名社屋神谷合名社屋

冨田病院冨田病院

東海道を示す
案内板
東海道を示す
案内板

近藤勇首塚近藤勇首塚

勝徳寺勝徳寺

陣屋の大クス陣屋の大クス

大池大池

県営本宿住宅県営本宿住宅

庚申塔庚申塔

本宿駐在所本宿駐在所

道路元標道路元標

県立岡崎特別支援学校県立岡崎特別支援学校

水車水車
本宿学区こどもの家本宿学区こどもの家

本宿保育園本宿保育園

岡崎東部工業団地岡崎東部工業団地

阿弥陀堂阿弥陀堂

鶫巣神明宮鶫巣神明宮

上衣文稲荷社上衣文稲荷社

上衣文神明社上衣文神明社

大ナギの木大ナギの木
清凉寺清凉寺

至新東名高速道路岡崎東IC至新東名高速道路岡崎東IC

法林寺法林寺

鶫巣城主の墓

旧東海道と宮崎道
の交差点

神立寺神立寺菩提院菩提院

慈光院慈光院

東照宮東照宮

宇都野龍碩（うつのりゅ
うせき）は江戸時代の蘭
方医として活躍しました。
現在、宇都野邸の長屋
門が残っています

国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス

現在は公民館として
使われています

６月初旬に天然のホタルが
飛び交い、初夏の訪れを
知らせてくれます

鉢地神明社鉢地神明社

本宿神明社本宿神明社

グリーンランドグリーンランド

鉢地坂トンネル鉢地坂トンネル

国
道
1
号
か
ら
旧
東
海
道
へ
の

分
岐
点
に
数
本
の
松
の
木
が

残
っ
て
い
ま
す
。地
元
の
人
々

が
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す

明
治
26
年
に
建
立
。鶫
巣
町
の
人
々
が

山
林
を
切
り
開
い
て
水
田
を
作
り
ま
し
た

浄土宗に改宗した法蔵寺の住職、
龍藝上人の隠居寺でした
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復原予定
栄
地
下
道

27
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図

27
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地
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